
                          

 

 

宇陀市監査委員告示第２０号 

 

 

令和５年度財政援助団体監査の結果について（公表）  

 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第７項の規定に

より実施した監査の結果を、同条第９項の規定により次のとおり公表

する。 

 

 

令和 ６年 ３月２９日 

 

 

 

               宇陀市監査委員  籠 谷 順 司 
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１ 監査の種別  
  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第７項の規定

による財政援助団体等の監査  
 
２ 監査の対象  

⑴   援助団体 室生大野まちづくり協議会  
⑵   対象年度 令和３年度及び令和４年度  
⑶   所管部署 政策推進部  政策推進課  

 
３ 監査の期間  
  令和６年２月１９日から令和６年３月２８日  
 
４ 監査の方法  
  令和３年度及び令和４年度における財政援助団体の出納その他の

事務が、法令等に基づき適正に行われているかどうかを主眼に実

施した。  
  監査の実施にあたっては、監査対象団体及び監査対象部署に提出

を求めた関係書類の調査とともに、関係者に対する質疑を行うな

どにより実施した。  
 
５ 事業の内容  
⑴  室生大野まちづくり協議会の概要  
名 称  室生大野まちづくり協議会  
設 立 年 月 日  平成２７年５月３０日  

設 立 目 的  

 室生大野地域の住民相互の交流と親睦を図り、

共通の利益の増進、生活環境の保持、改善に努め、

文化・福祉の向上と豊かで住みやすい地域づくり

に寄与することを目的とする。  

協 議 会 の 区 域  
室生大野地区  
４地区 （上出・下出・緑川・中山台）  

協 議 会 の 事 務 所  宇陀市室生大野１９１２番地（大野地区公民館）  

役 員 構 成  

会長（1 名）  
副会長（2 名）  
会計（1 名）  
事務局長（1 名）  
監査（2 名）  
部会長（部会相当数）  
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⑵ 室生大野まちづくり協議会の組織  
   設立目的を達成するため、室生大野まちづくり協議会の部会及

び組織は次のとおりである。  

 

<総会・代議員会>

＜運営委員会＞

　

　
◎　生活環境部会　　①環境美化・環境保全等に関する事業
　　　　　　　　　　　　　 ②住環境整備に関する事業

◎　防災防犯部会　　①防災・防犯・交通安全等に関する事業

◎　健康福祉部会　　①健康づくり・福祉等に関する事業

◎　地域振興部会　　①地域産業、事業の振興に関する事業
  　　　　　　　　　　 　　②地域住民の交流又は連携に関する事業

                           ③歴史・文化・伝統継承等に関する事業

◎　公民館部会　　 　①住民の教養の向上、情操の純化に関する事業

                           ②人権教育及び啓発推進等に関する事業

        　　　　　　　　　 ③その他、地域づくりに関する事業

参加　　　　　　　　協力　　　　　　　　連携

室生大野まちづくり協議会組織図
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⑶ 主な事業  
    平成２７年５月３０日に設立した室生大野まちづくり協議会

は、設立目的を達成するために、５つの部会を設置して様々な

事業を通じて、住民のまちづくり意識の高揚を図るとともに、

まちづくり計画に基づき自主的なまちづくりに取り組み、地域

の課題解決に積極的に取り組む人材の発掘及び確保に努め、地

域課題の解決を目指すとともに地域住民の交流や親睦を図って

いる。  
 
  ア 令和３年度の主な事業  

 
イ 令和４年度の主な事業  

部会名 事業名等 

生活環境部会 花の植栽 

防災防犯部会 防災訓練（中止）・防災備品購入 

健康福祉部 大野敬老会事業・百歳体操事業・ハイキング（中止） 

地域振興部会 

ふれあい祭り事業（中止）・機関紙発行事業・ほのぼ

の市（中止）・海神社御供餅事業（中止）・団体活動

応援資金（２団体）・クリスマス会事業・古大野岳登山

道整備事業・倉庫整備・備品購入等   
 

公民館部会 大野人権集会（中止） 
 

 
⑷ 補助金の交付状況  

   室生大野まちづくり協議会へ交付された宇陀市いきいき地域づ

くり補助金は次のとおりである。  
   なお、令和３年度・令和４年度事業に係る宇陀市いきいき地域

づくり補助金【活動支援分】については、コロナ禍による事業の

中止により申請していない。  

部会名 事業名等 

生活環境部会 花の植栽 

防災防犯部会 防災訓練（中止） 

健康福祉部 大野敬老会事業・百歳体操事業・ハイキング（中止） 

地域振興部会 

ふれあい祭り事業（中止）・機関紙発行事業・ほのぼ

の市（中止）・海神社御供餅事業（中止）・団体活動

応援資金（２団体）・クリスマス会事業・古大野岳登山

道整備事業・倉庫整備・備品購入等   
 

公民館部会 大野人権集会（中止） 
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補助金の名称  
補助金の交付額  

令和３年度  令和４年度  

いきいき地域づくり補助金【基本分】  505,000 円  505,000 円  
いきいき地域づくり補助金【活動支援分】 ―  ―  

  
⑸ 決算概要  
【収入】               （単位 円） 
科目（財源内訳）  Ｒ３年度  Ｒ４年度  比較増減  

決算額  
（Ａ）  

決算額  
（Ｂ）  

決算額増減  
(Ｂ )－ (Ａ ) 

前年度繰越金  1,131,541 1,204,031    72,490 
市補助金   
（いきいき地域づくり補助金）  

 

505,000 
 

505,000 
 

0 
市補助金        
（特別活動支援補助金）  

      
   0 

   
     0 

 
0 

奈良県善意銀行補助金        0       0         0 
大野自治会助成金  575,000 575,000     0 
ふれあい祭り事業収益金     0    0     0 
サロン部事業収益金  299,964 474,695  174,731 
サロン営業外収益金  268,892 194,130 △  74,762 
宇陀市補助金（特別）     0    0     0 
宇陀市体育協会助成     0  20,000   20,000 
海神社御供餅事業        0       0         0 
その他   50,000  50,000         0 
貯金利息等        8      10         2 
収入合計  2,830,405 3,022,866   192,461 
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【支出】               （単位 円） 
科目（事業名）  Ｒ３年度  Ｒ４年度  比較増減  

決算額  
（Ａ）  

決算額  
（Ｂ）  

決算額増減  
(Ｂ )－ (Ａ ) 

運営費     4,512    1,920     2,592 
  総会費     4,512        0  △  4,512 

運営委員会費         0    1,920     1,920 
各種部会費         0        0         0 

生活環境部会    14,982   22,854     7,872 
健康福祉部会  12,756 51,024 38,268 
  
  
  
  
  

大野敬老会事業  12,756 51,024 38,268 
娯楽機会購入費        0       0         0 
百歳体操事業        0       0         0 
ハイキング        0       0         0 
諸経費        0       0         0 

地域振興部会  846,423 455,323    38,268 
  
  
  
  
  
  
  
  

ふれあい祭り事

業費  
      0       0         0 

機関紙発行事業   22,770       0 △  22,770 
ほのぼの市事業        0       0         0 
海神社御供餅事

業  
      0       0         0 

活動応援資金   20,000  50,952   30,952 
クリスマス会事

業  
 30,000       0 △  30,000 

古大野岳登山道

整備事業       
367,060 224,168 △142,892 

諸経費  406,593  180,203 △226,390 
サロン事業費  738,077  955,854    38,268 
  
  
  

飲料食材購入費  208,020  268,662    60,642 
労務費  207,400  280,200    72,800 
厚生費   75,504  107,085    31,581 
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営業管理費   27,440   16,495  △10,945 
光熱費   61,172   66,798     5,626 
消耗品   32,394   18,251  △14,143 
諸経費   50,000   50,000         0 

 76,147  148,363    72,216 
防災防犯部会        0        0         0 
広報活動費        0        0         0 
諸費    9,624    2,166   △7,458 
  
  

事務費    9,624    2,166   △7,458 
諸経費        0        0         0 

予備費        0        0         0 
支出合計  1,626,374 1,489,141   117,810 
差引残高  1,204,031 1,533,725    74,651 

 
 ⑹ サロン「より道」亊業の状況  
   室生大野まちづくり協議会独自のサロン部事業として、地域に

おける中高齢者を対象とした居場所づくりを目的として、平成２

７年８月に計画書を添えて市に要望書を提出し、１年余り協議し

たのち、平成２８年８月の宇陀市いきいき地域づくり補助金交付

決定を受け事業を開始している。ワンコインの負担で高齢者向け

の居場所を提供しているが、スタッフにおいても高齢化が進む中

で、ボランティアで集まっていただいた方々により、サロン収益

のメニュー分と仕出し（お弁当）収益分において事業をまかなっ

ている状況である。また、令和３年度・令和４年度においては新

型コロナウイルス感染症の影響もあり、ふれあいサロン「より道」

の収支は赤字である。  
 

６ 監査の結果  
  財政援助団体に係る出納その他の事務について監査した結果、お

おむね適正かつ効率的に執行されているものと認められた。  
  なお、監査における個別の意見は次のとおりである。  
 
 ⑴ 財政援助団体に関する事項  
   事業活動は、各部会により構成され、大野地区に居住し活動す

る各種団体等とし、住民一人ひとりの支援や協力によって成り立

っており、その事業活動を行うための資金は、補助金や助成金、
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サロン収益等となっている。 

新型コロナウイルス感染症により多くの事業が中止となり、地

域の高齢化も進む中で、地域の宝をより多くの人に知っていただ

くために自分達で出来ることをしようと実施された古大野岳整

備事業の登山道整備作業においては、悪戦苦闘しながらも、正に

地域力の特性を発揮されたものと感じた。 

今後においても、住民ニーズに応じた事業活動に積極的に取り

組むとともに、先を見越した事業と、きめ細やかで柔軟な対応に

よる地域住民主体のまちづくりが行われることを期待する。 

   また、収益の有る高齢者の居場所づくり事業であるサロン「よ

り道」においては部会として事業が行われ、先を見越した事業の

実施である。 

定期総会については、令和３年度・令和４年度は新型コロナウ

イルス感染症により書面決議されており、毎年度監査を実施し正

確に会計処理されている。 

 

 ⑵ 所管課に関する事項  
   まちづくり協議会の活動を支援するため、各地域に地域支援員

を配置し、地域の実情に応じたまちづくり協議会の支援を行って

いる。  
   まちづくり協議会の活動は、地域住民が主体的に行うべきでは

あるが、地域支援員等を通じて、活動の支援を行政が行う必要が

ある。今後ともまちづくり協議会との連携を密にして、現在の問

題点等を共有し積極的な支援に努め、目的を達成するための指導

や助言、書類審査等を適切に行われたい。  
 


